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新年第２号
◎
他
面
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（１） 第２８７５号昭和年８月日第３種郵便物認可 ２０１７年（平成２９年）１月５日（木曜日） （毎週土曜日発行）

☆
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岡
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☆
５
面
＝
針
谷
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本
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協
会
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原
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旅
連
会
長
対
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面
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寄
与
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る
企
業
プ
ロ
フ
ィ
ル

年６月日運行開始。京都、大阪を起点に山陽、山陰を最大２泊３日で巡る。
コンセプトは「美しい日本をホテルが走る」。最上級のザ・スイートは１両１室と
いうぜいたくなスペース。本格的なバスタブ付きバスルームを備える。

年５月１日運行開始。１泊２日、３泊４日などの行程で東日本エリアを巡り、
その豊かな自然と文化に触れてもらう。客室は全室がスイートルーム以上。最上級
の四季島スイートは畳を敷いた和の空間が２階に広がり、特製の檜風呂も。

年４月１日運行開始。香川県多度津・琴平と徳島県大歩危間を運行。こんぴら
さん、祖谷地方など、千年を超える歴史的な文化や景観が残る「四国のまんなか」
を訪ねる。車両は四季と日本のたたずまいを表現した和の風情。

年８月８日、「ななつ星㏌九州」に続くラグジュアリー列車として運行開始。
年前に企画された「幻の豪華列車」を現代に再現。質の高い車内空間と、九州
の厳選した食材を使ったスイーツコースを楽しめるのが魅力。

年３月日、道南いさりび鉄道（北海道）の開業と同時に運行開始。「ながま
れ」とは地元の方言で「ゆっくりして」「のんびりして」の意味。車内には食事を
楽しめるテーブルを設置。道南の名産、道南杉を使用した内装。

年７月日運行開始。軽井沢―長野間を金、土、日、祝日など、年間約日
間運行。長野県産の木材をふんだんに使ったラウンジ風の空間。地元名店のシェフ
による、地元の旬の食材を使った洋食コースと和食懐石料理を提供。

年４月日、七尾―穴水（石川県）間で運行開始。普通列車より時間をかけて
運行、能登半島の里山里海の風景を楽しんでもらう。飲食が付いたスイーツ、寿司
御膳などのプランがある。車内は地元の伝統工芸品を各所に配置。

年５月日、「丹後あかまつ号」「丹後あおまつ号」に続き、福知山―天橋立
（京都府）間などで運行開始。丹後の食材を使ったランチとスイーツ、地酒の各コ
ースを提供。車内は天然木をぜいたくに使った落ち着いた空間。
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